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二
月
二
十
八
日
か
ら
一
一
十
月
十
三
日
ま

で
は
、
全
国
春
の
火
災
予
防
連
覇
期
間

で
し
た
。
期
間
中
の
三
月
一
二
日
午
前
九

時
か
ら
、
恒
例
の
大
州
市
消
防
出
初
式

が
旧
大
洲
北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

市
営
住
唱
の

補
欠
入
居
者
壱
募
集
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(1) 

帯の人口

昭
和
五
+
二
年
五
月
一
日
か
ら
昭
和

五
+
一
一
一
年
四
月
一
一
一
十
日
ま
で
の
闘
に
、

市
営
住
宅
に
空
家
が
生
じ
た
場
合
に
、

入
居
で
き
る
補
欠
入
居
者
を
次
の
要
領

で
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅

肱
雨
、
肱
北
、
新
谷
地
区
に
あ
る
市

営
(
公
営
)
住
宅
と
す
る
。
(
た
だ

レ
、
阿
蔵
第
二
団
地
、
太
郎
官
団
地
を

除
く
。
)

入
居
者
資
格

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

一
、
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
こ
と
。

二
、
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
の

過
去
一
年
閣
の
所
得
金
額
の
合
計
か
ら

各
種
控
除
(
同
居
親
族
、
扶
養
親
族
、

老
人
扶
養
親
族
、
障
害
者
、
老
年
者
、

寡
婦
)
を
行
い
、
さ
ら
に
十
二
で
除

し
た
額
が
、
第
一
種
住
宅
に
お
い
て
は

四
万
七
午
円
を
こ
え
八
万
一
千
円
以
下

で
あ
る
人
。
第
二
種
住
宅
に
お
い
て
は

四
万
七
千
円
以
下
で
あ
る
人
。

一
ニ
、
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。
(
入
居
後

三
か
月
以
内
に
同
居
で
き
る
婚
約
者
を

含
む
。
)

回
、
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
乙
と

が
明
ら
か
な
こ
と
。

受
付
期
間
、
場
所

昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
(
金
)
か

ら
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
十
日
(
水
)

ま
で
、
総
務
課
で
受
け
付
け
い
た
し
ま

す
。
入
居
申
込
用
紙
は
総
務
課
に
あ
り

出
初
式
に
は
、
市
消
防
団
員
、
消
防

署
員
、
横
野
私
設
消
防
隊
員
、
田
ノ
久

保
婦
人
消
防
隊
員
な
ど
、
約
九
百
人
が

消

防

功

労

者

一
自
体
と

出初式のフィナーレ肱川河原での一斉放水

乙
の
日
表
彰
さ
れ
た
か
た
が
「
は
次

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

。
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
水
川
田
長
美

A
V

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章
出
削
保
男

勤
続
章
上
田
豊
マ
肱
川
自
力
マ

宇
都
宮
年
秀
マ
富
永
千
敏
マ
上
回

寿
実
マ
西
川
町
山
夫

。
愛
媛
県
知
事
表
彰

小
野
孝
親
マ
大
野
忠
利
マ
山
本
信

義
マ
久
保
幸
一
一
〉
白
石
安
福

。
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
高
岡
喜
勝
マ
油
田
利
徳

勤
続
章
柿
原
因
臣
マ
本
田
一
行
マ

松
見
伸
一
一
〉
臼
石
繁
徳
マ
小
池
政

治
マ
松
林
義
険
FV
井
上
明
利
マ
山
下

鉄
春
マ
山
本
利
男
マ
宮
永
都
治
マ
尿

俊
一
郎
マ
田
中
弘
志
マ
山
岡
満
保
マ

上
回
貞
養
マ
信
昆
俊
範
マ
森
利
美
マ

富
田
繁
永
マ
山
本
哲
夫

規
律
章
二
色
昭
介
マ
篠
崎
勝
邦
マ

白
石
栄
勇

参
加
し
て
、
寒
風
の
吹
く
中
で
、
人
員

服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
ポ
ジ
プ

録
法
、
小
隊
訓
練
な
ど
日
ご
ろ
の
訓
練

の
成
果
を
キ
ピ
キ
ピ
と
行
い
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
消
防
活
動
な
ど
に
功
績

が
あ
っ
た
人
の
表
彰
や
感
謝
状
の
授
与

が
あ
り
、
市
長
訓
辞
、
来
賓
祝
辞
、
分

列
行
進
の
あ
と
肱
川
河
原
で
一
斉
放

水
し
、
正
午
ご
ろ
出
初
式
は
終
わ
り
ま

し
た
。

一
六
一
一
人
を
表
彰

。
大
洲
市
長
表
彰

松
井
充
徳
マ
門
多
昭
マ
吉
田
附
一
範
マ

三
瀬
信
昭
マ
菊
池
和
彦
マ
谷
新
一
行
〉

増
本
官
夫
マ
上
申
留
男
マ
池
田
芳
雄

那
須
口
宏
マ
久
米
山
正
一
一
〉
清
水
恒

昭
マ
佐
々
木
長
幸
マ
米
子
和
夫
マ
白

石
熊
男
マ
松
本
幸
光
マ
松
本
正
一
マ

矢
野
欣
一
一
〉
藤
田
際
幸
マ
中
嶋
純
期

大
野
勝
マ
宮
本
善
政
マ
宮
内
正
義
マ

森
越
直
一
一
〉
松
岡
昇
平
マ
大
滝
郁
雄

穂
積
幸
雄
マ
傑
岡
熊
一
マ
久
保
勝
利

矯
間
寛
秋
マ
石
岡
武
文
マ
西
岡
出
留

小
西
加
洲
見
マ
新
江
宣
明
マ
中
家
定

勝
マ
須
内
博
マ
武
内
吉
広
マ
亀
井
霞

章
マ
松
岡
伸
博

。
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰

河
野
靖
マ
井
上
二
郎
マ
白
石
宗
三

郎
マ
中
本
静
男
マ
宮
下
降
一
憲
マ
石
村

徹
也
マ
武
智
清
文
マ
東
幸
俊
マ
二
宮

毅
マ
中
田
繁
則
マ
高
石
純
二
マ
上
甲

俊
行
マ
篠
原
一
一
議
行
マ
柁
谷
芳
治
マ

宇
都
宮
芳
弘
マ
山
本
勲
マ
大
藤
邦
夫

福
嶋
弘
文
マ
佐
々
木
富
士
璽
マ
平

吉
田
助
役
再
任
さ
れ
る

大
刑
市
議
会
臨
時
会
が
二
月
二
十
五

ま
す
@

補
欠
入
居
順
位
の
決
定
方
法

昭
和
五
+
二
年
四
月
二
十
八
日
午
後

一
時
か
ら
大
洲
市
立
中
央
公
民
館
に
お

い
て
拍
せ
ん
を
行
い
、
入
居
順
位
を
決

定
い
た
し
ま
す
の

日
午
前
十
一
時
半
か
ら
開
か
れ
、
三
月

一
日
で
任
期
満
了
と
な
る
吉
田
利
男
聞

役
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議

案
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
再
任
に

同
意
さ
れ
ま
レ
た
。

住
所
大
洲
市
大
洲
八
八
九
ノ
一
。

生
年
月
日
大
正
五
年
九
月
十
一
日

な
お
、
母
子
世
一
稿
、
老
人
世
帯
、
身

体
障
害
者
世
帯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状

況
に
よ
り
補
欠
順
位
を
優
先
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
匂

塚
芳
男
マ
久
保
旧
英
明
マ
近
藤
則
久

西
山
岩
男
マ
藤
田
利
晴
マ
谷
間
哲
行

松
本
勇
マ
矢
野
秀
征
マ
西
山
清
利
マ

中
塚
光
閏
マ
滝
野
和
伸
マ
山
名
敏
春

河
内
久
幸
マ
赤
杖
孝
マ
山
内
茂
久
マ

横
久
保
獄
マ
平
谷
和
生
マ
高
岡
貴

幸
マ
福
谷
一
泰
弘
マ
池
田
元
務
マ
潔
国

一
万
マ
竹
田
正
一
一
〉
宮
岡
幸
男
マ
亀
岡

保
彦
マ
中
尾
善
活
マ
矢
野
正
二
〉
山

本
道
男
マ
祖
母
井
英
光
マ
池
田
実
マ

二
宮
邦
弘
マ
谷
本
敏
男
一
〉
林
田
護
マ

政
所
博
マ
梶
本
満
貴
雄

。
愛
媛
県
消
防
協
会
長
時
謝
状

消
防
団
員
家
族
内
聞
の
功
労
者

西
本
降
子
マ
石
岡
ト
一
フ
エ
マ
上
回

シ
ズ
カ
マ
西
川
刀
メ
子
マ
商
山
貴
美

子
マ
白
石
英
子
J
肱
川
チ
ド
ロ

。
大
洲
市
畏
表
彰

人
命
救
助
お
よ
び
消
火
活
動
協
力
者

祖
母
井
一
一
〉
一
山
康
則
V
淵
本
修

一
[
〉
矢
野
義
秋
円
、
大
塚
義
夫
勺
商
用
動

上
田
喜
六

。
大
洲
市
長
感
謝
状

高
額
寄
付
者

前
回
優
〉
湖
東
昇
マ
後
藤
シ
ゲ

子
マ
茶
家
一
寿
マ
泊
本
一
幸
マ
菊

地
英
雄

用
地
提
供
者

宮
野
部
落
代
表
者
金
茂
正
好
マ

前
号
ま

で
は
、
国

民
一
人
一

人
の
課
題

と
し
て
同

和
問
題
を

正
し
く
理

解
し
認
識

し
て
お
か

な
け
れ
ば

な
ら
な
い

基
本
的
な

こ
と
を
述

べ
て
き
ま

し
た
が
、

今
回
は
次

の
こ
と
を

考
え
て
み

ま
し
ょ
う

O

な
ぜ

答
申
や
法

律
が
乙
の

時
期
に
出
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

戦
後
の
民
主
憲
法
の
も
と
で
も
意

事
件
は
絶
え
ず
、
社
宮
、
経
済
的
に

同
和
問
題
は
深
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
し

た
@こ

の
よ
う
な
同
和
問
題
の
解
消
を
は

か
る
た
め
に
、
政
府
や
地
方
公
共
団
体

開翻教育シリーニ菜、(3)

春
の
交
通

1
子
ど
も
や
老
人
、
身
体
障
害
者
な

安
全
県
民
運
ど
に
対
す
る
保
護
運
転
。

動
が
、
四
月

2
職
場
、
家
庭
に
お
け
る
安
全
運
転

六
日
か
ら
四
意
識
の
徹
底
。

月
十
五
日
ま

3
ゆ
っ
く
り
定
ろ
う
運
転
の
励
行
。

で
の
+
日
間
と
く
に
、
夜
間
減
速
運
転
の
励
行

実
施
さ
れ
ま

4
二
輪
の
運
転
者
、
同
費
者
の
へ
ル

す

。

メ

ッ

ト

着

用

の

励

行

。

と
く
に
、

5
飲
酒
運
転
、
暴
走
運
転
の
追
放
。

四
月
は
新
入

6
シ
1
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
。

学
の
季
節
で

O
安
全
教
育
の
推
進

す
か
ら
、
安
子
ど
も
や
老
人
の
事
故
防
止
の
た

全
運
転
、
安
め
、
家
庭
、
幼
終
閥
、
学
校
な
ど
で

全
歩
行
で
、
交
通
ル
ル
を
守
る
習
慣
を
身
に
つ

子
ど
も
た
ち
け
る
。

を
宍
通
事
故

1
止
ま
る
、
よ
く
一
見
る
、
手
を
上
げ

か
ら
守
り
ま
で
夜
る
指
導
。

し
よ
う
。

2
ス
ト
ッ
プ
マ

1
ク
の
標
一
不
と
活
用

。

運

転

者

は

の

指

導

。

安
全
運
転

3
危
険
な
場
所
で
は
遊
び
を
し
な
い

の

励

行

習

慣

づ

け

の

指

導

。

広
田
幹
雄
マ
西
山
正
紀
マ
上
野
信
の
時
限
立
法
で
そ
の
完
全
施
行
が
急
が

明
マ
西
山
芳
計
マ
大
森
光
高
マ
岡
れ
て
い
る
わ
り
で
す
。

恭
三
マ
東
一
夫
マ
山
岡
満
栄
マ
域

O
同
和
対
策
事
業
は
な
ぜ
行
わ
れ
て
い

声
春
好
マ
(
台
本
信
一
郎
マ
政
所
広
る
の
で
し
ょ
う

春
マ
長
田
伴
治
マ
菊
地
徹
マ
山
本
ス
同
和
対
策
事
業
は
同
和
対
策
事
業
特

エ

子

別

強

置

法

の

施

行

以

前

か

ら

行

わ

れ

て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
明
治
四
年
の
太

政
官
布
告
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
も
の

で
し
た
。
解
政
令
か
ら
九
十
余
年
も
た

つ
た
昭
和
四
十
年
に
時
の
総
理
大
臣
に

提
出
さ
れ
た
同
和
対
策
審
誇
会
科
申
で

は
、
「
現
附
点
に
お
肘
る
同
和
対
策
は

日
本
国
態
依
に
墓
づ
い
て
行
わ
れ
忍
も

の
で
あ
勺
て
、
よ
り
積
板
的
な
意
義
を

た
つ
も
の
で
あ
る
。

そ
の
点
で
は
同
和
行
政
日
出
、
基
本
的

に
は
国
の
責
任
に
お
い
て
当
然
行
う
べ

き
行
政
で
あ
っ
て
、
過
渡
的
な
特
殊
行

政
で
も
な
け
れ
ば
行
政
外
の
行
政
で
も

な
い
@
部
落
差
別
が
現
存
す
る
か
ぎ
り

と
の
行
政
は
積
極
的
に
推
進
さ
れ
な
げ

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
明
配
さ
れ
て
い

ま
す
。と

の
答
申
に
基
づ
い
て
、
昭
和
四
+

四
年
七
月
十
自
に
同
和
対
策
事
業
特
別

指
霞
法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
の

法
律
の
第
三
条
で
は
「
す
べ
て
国
民
は

同
和
対
策
事
業
の
本
旨
を
理
解
し
て
、

相
互
に
基
本
的
人
権
を
尊
震
す
る
と
と

も
に
同
和
対
策
事
業
の
円
滑
な
実
施
に

協
力
す
る
よ
う
に
努
め
な
防
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
定
め
第
宣
条
の
事
業
の
目
標

と
し
て
「
対
象
地
瀕
の
住
民
の
社
会
的

経
済
的
地
位
の
向
上
を
不
当
に
は
ば
む

諮
要
因
を
解
消
す
る
ζ
と
に
あ
る
も
の

と
す
る
。
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

推進

春の交通安全県民運動

でなんみ
は
、
終
戦
の
混
乱
が
治
ま
る
と
と
も
に

本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た。
昭
和
=
一
+
四
年
五
月
に
、
政
府
は
同

和
対
熊
要
綱
を
決
定
し
、

mf三
十
五
年

の
第
一
ニ
十
五
河
臨
時
国
会
で
自
民
、
社

会
、
民
社
な
ど
の
共
同
提
察
で
同
和
対

策
審
議
会
設
置
法
が
議
決
さ
れ
て
二
半

人
の
委
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

ζ
の

委
員
の
選
考
は
難
航
し
て
一
年
二
か
月

を
要
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
豆
か
年
の
歳
月
を
要
し
て

実
態
調
査
に
基
づ
く
審
議
が
行
わ
れ
、

昭
和
四
十
年
に
当
時
の
佐
藤
首
相
に
答

申
さ
れ
た
の
で
す
。

な
お
、
同
和
教
育
に
つ
い
て
は
、

ζ

れ
よ
り
ず
っ
と
早
く
、
昭
和
二
十
七
年

六
月
に
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
員
養

成
学
部
を
置
く
、
国
立
大
学
長
あ
て
に

文
部
次
官
の
通
達
が
出
さ
れ
て
い
ま
す

答
申
で
は
、
乙
の
時
点
で
な
お
同
和

問
題
は
深
刻
で
あ
り
、
こ
の
早
急
な
解

決
は
国
の
責
務
で
あ
り
国
民
的
課
題
で

あ
る
乙
と
を
間
一
般
に
し
ま
し
た
。

乙
の
答
申
か
ら
さ
ら
に
四
か
年
を
要

し
て
、
超
党
派
的
な
議
員
立
法
に
よ
勺

て
昭
和
四
十
四
年
六
月
二
十
日
に
参
議

院
を
現
過
し
七
月
十
日
に
公
布
さ
れ
た

の
で
す
。
し
か
も
ζ
の
法
律
は
+
年
開

4
自
動
車
は
危
険
な
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
わ
か
ら
せ
る
指
導
。

O
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

運
転
者
私
は
横
断
歩
道
で
止
ま
り

ま
す
。

歩
行
者
手
を
上
げ
て
横
断
歩
道
を

渡
り
ま
す
。

体
力
づ
く
り
に

「
健
康
の
鍵
」

運
動

県
教
委
と
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

で
は
、
県
民
の
健
康
、
体
力
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
日
常
生
活
の
中
で

手
軽
に
で
き
る
運
動
を
継
続
的
に
実
施

し
て
、
運
動
の
生
活
化
を
は
か
り
、
健

康
の
保
持
増
進
に
役
立
て
よ
う
と
「
健

康
の
鍵
」
運
動
の
一
推
奨
を
し
て
い
ま
す

ζ

の
運
動
は
、
一
人
で
も
で
き
ま
す

し
、
気
軽
に
取
り
組
め
ま
ず
か
ら
多
数

の
か
た
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

O
対
象
十
五
歳
以
上
の
人
な
ら
年

齢
、
性
別
を
聞
い
ま
せ
ん
。

O
申
込
み
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
地
区
公
民
館
で
記
録

カ
ー
ド
お
よ
び
実
施
要
領
を

受
げ
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
概
要
基
準
表
に
定
め
ら
れ
た
運

動
を
自
分
の
体
力
に
応
、
じ
て

年
間
一
二
O
日
以
上
継
続
的

に
実
掘
し
、
自
分
で
記
録
カ

ー
ド
に
得
点
を
記
入
す
る
。

年
代
別
目
標
得
点
を
達
成
し

た
人
に
は
達
成
証
と
健
康
パ

γ
ヲ
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
詳
し
い
乙
と
は
、
公
民
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

成

人

病

シ

リ

ー

ズ

聞

肝

臓

病

。
肝
瞭
の
働
き

脅
か
ら
大
切
な
こ
と
を
「
肝
心
」
と

い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
肝
臓
は
内
臓
の

中
心
的
存
在
で
、
そ
の
帥
聞
き
は
複
雑
で

す。
例
え
ば
、
ェ
ホ
ル
ギ
!
の
も
と
に
な

る
グ

D
コ
1
ゲ
ン
の
貯
蔵
と
供
給
、
た

ん
ぱ
く
質
の
分
解
と
合
成
、
ア
ル
コ
ー

ル
や
読
物
に
対
す
る
解
音
作
用
、
各
種

の
栄
養
や
水
分
、
規
分
な
ど
の
調
節
ま

で
し
て
い
ま
す
。

O
肝
臓
病
の
終
着
駅
は
肝
硬
変

肝
硬
変
と
は
何
ら
か
の
原
因
に
よ
り

肝
細
胞
が
破
駿
さ
れ
、
か
わ
り
に
肝
臓

め
繊
維
が
抽
出
え
て
働
貯
な
く
な
る
病
気

で
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
、
薬
物
の
中

毒
、
栄
養
障
害
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、

さ
ま
さ
ま
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
肝
臓
が
ん
と
も
深
い
関
係
が

あ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

。
肝
臓
病
の
主
な
症
状

そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
に
よ
り
症
状
は
異

な
り
ま
す
が
、
寒
山
U
、
発
熱
、
だ
る
さ

食
欲
材
料
退
、
吐
き
気
、
首
だ
ん
、
腹
に

水
が
た
ま
る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の

が
主
な
症
状
で
す
。

。
肝
臓
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
過
労
を
さ
げ
る
。

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
過
労
は

禁
物
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

③
た
ん
ぱ
く
質
を
+
分
に
と
る
。
と

く
に
、
た
ん
ぱ
く
価
の
高
い
肉
、
大

一
異
大
一
息
製
品
、
牛
筑
、
卵
な
ど
を

食
べ
る
。

@
ア
ル
コ
ー
ル
を
の
み
す
ぎ
な
い
@

建
設
工
事
指
名
競
争

入
札
参
加
希
望
者
受
付

昭
和
五
十
二
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
の
入
札
に
参
加
す
る
資
格
を

得
た
い
人
は
、
次
の
要
鎮
で
一
附
定
め
申

請
書
を
期
間
内
に
掴
提
出
し
て
く
だ
さ
い

た
だ
し
、
申
請
書
を
提
出
し
て
も
、

建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
一
一
め
規
定
に

よ
る
経
営
規
模
、
そ
の
ほ
か
経
営
に
関

す
る
事
壊
の
審
査
を
受
防
て
い
な
い
人

は
競
争
入
札
、
ま
た
は
、
随
意
契
約
の

作
名
を
受
切
る
場
合
に
お
い
て
僻
限
さ

れ
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
四
月
一
日
か
ら

四
月
三
十
日
ま
で

申
込
受
付
場
所
市
役
所
開
発
部

環
境
整
備
課

申
込
用
紙
販
売
所
愛
媛
県
建
設
業

協
会
喜
多
支
一
部



日

最
近
、
野
菜
や
果
物
な
ど
を
促
成
栽

賭
す
る
た
め
に
、
電
力
を
使
用
し
た
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
園
芸
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
の
施
設
の
電
気
設
備
は
安
全

で
す
か
。

先
ご
ろ
県
外
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

内
で
作
業
中
感
電
に
よ
り
震
問
簡
を
負
う

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

と
れ
は
、
素
人
が
不
良
電
線
を
使
い

無
断
で
工
事
を
し
て
い
た
た
め
に
起
こ

っ
た
事
故
で
す
が
、
ハ
ウ
ス
内
は
配
線

や
電
気
機
器
の
移
動
が
多
く
、
ま
た
湿

気
が
多
い
こ
と
か
ら
危
険
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。事

政
防
止
の
う
え
か
ら
、
電
気
設
備

の
安
全
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
次
の
よ

ろ
な
電
気
設
備
は
危
険
で
す
か
ら
、
ム
「

著

者

の

20 Jj 

大
洲
市
連
合
青
年
団
は
、
二
月
二
十

日
午
前
十
時
か
ら
市
民
会
館
大
ホ

1
ル

で
、
若
者
の
つ
ど
い
青
年
の
文
化
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

昭和 52年 3事臆躍玄時ヨf報輔ヲミ二

ハ
ウ
ス
園
芸
な
ど
の

つ
どこ

の
文
化
祭
は
、
市
内
の
十
=
つ
単
位

一
一
一
司
年
団
員
約
三
百
人
に
青
春
大
時
十
生
も

加
わ
り
、
若
者
が
一
堂
に
集
っ
て
、
演

劇
発
表
を
は
じ
め
郷
土
芸
能
ゃ
、
紅
白

電
気
設
備
の
酔
罰
金
点
検

第 25 3号

す
ぐ
電
気
工
事
圧
に
依
頼
し
て
正
し
い

電
気
設
備
に
改
修
し
て
く
だ
さ
い
。

-
引
込
み
住
が
腐
朽
し
た
も
の
や
支
線

が
切
れ
て
い
る
も
の
。

2
電
線
や
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
ド
、
キ
ャ
ブ

タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル
を
人
が
踏
む
よ
う

な
地
面
に
は
わ
し
て
い
る
も
の
。

3
金
属
性
ス
イ
ッ
チ
筒
や
モ
ー
タ
ー
な

ど
に
ア
ー
ス
が
な
い
も
の
。

4
漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
り
つ
げ
て
な
い

も
の
。

5
防
水
用
の
ス
イ
ッ
チ
箱
を
取
り
つ
げ

て
な
い
も
の
、
ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ

シ
ト
に
雨
水
が
か
か
っ
て
い
る
も
の

6
ス
イ
ッ
チ
や
コ
ツ
セ
ン
ト
に
電
線
を

さ
レ
込
ん
だ
り
ヒ
ッ
カ
ケ
た
ま
烹
使

用
し
て
い
る
も
の
、
な
ど
。

歌
合
戦
な
ど
を
行
い
、
大
ぜ
い
の
観
客

に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
ロ
ビ
ー
に
は
、
団
活
動

の
記
録
や
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
議
道

青春のエネルギーを結集し熱演する青年たち

母
子
保
健
シ
リ
ー
ズ

妊
娠
と

妊
娠
す
る
と
歯
が
窓
く
な
る
。
古
く

か
ら
「
一
子
生
め
ば
一
歯
欠
け
る
」
と

い
わ
れ
、
妊
娠
す
る
と
お
母
さ
ん
の
闘

が
忠
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
一
夫
、
妊
娠
か
ら
官
庁
佼
に
か
け
て
む

し
歯
が
ふ
え
た
り
進
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
大
変
多
い
よ
う
で
す
o

ま
た
一
方
、
閣
ぐ
き
(
歯
肉
)
も
妊

娠
中
に
は
、
は
れ
た
り
出
血
し
や
す
く

な
っ
て
、
歯
肉
炎
や
歯
そ
う
の
v
つ
ろ
う

の
出
状
を
口
正
し
て
く
る
も
の
が
多
く
な

り
ま
す
。

よ
く
「
胎
児
に
母
体
の
カ
ル
シ
ウ
ム

を
誇
わ
れ
る
か
ら
、
歯
が
も
ろ
く
な
る

の
で
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
人
が
あ
り

ま
す
が
本
当
は
そ
ラ
で
は
な
い
の
で
す

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
む
レ
歯
が
増

え
た
り
す
る
の
で
レ
ょ
う
か
。
そ
れ
は

妊
婦
の
柄
自
体
よ
り
、
む
し
ろ
口
の
中

に
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
つ
ま

家庭の 電 気 百 科

四
季
を
通
じ
て
い

つ
で
も
暖
か
い
お
湯

が
，
蛇
口
か
ら
一
.

電
気
温
水
器
は
安

全
、
便
利
で
衛
生

的
、
そ
の
う
え
割
安

江
深
夜
電
力
料
金
な

ど
か
ら
、
今
で
は
十

軒
に
一
一
件
の
家
庭
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
o

乙
の
温
水
器
の
上

手
な
使
い
方
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う。
電
気
温
水
器
は
夜

間
の
電
気
を
利
用
し

て
八
五
度
の
お
湯
を

沸
か
す
も
の
で
タ
ン

ク
の
大
き
さ
に
よ
っ

て
給
湯
量
が
決
ま
り

な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
日
ご
ろ
の

団
活
動
の
成
果
に
関
心
を
集
め
て
い
ま

し
た
c

青
年
団
で
は
、
仲
間
つ
く
り
を
中
心

に
ス
ポ
ー
ツ
に
、
学
習
に
、
ま
た
、
文

化
活
動
に
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集

し
て
、
幅
広
い
団
活
動
を
し
て
い
ま
す

若
人
の
み
な
さ
ん
、
青
年
図
に
入
っ

て
幸
せ
な
人
生
と
豊
か
な
郷
土
づ
く
り

の
た
め
に
、
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
、
仲

間
が
待
っ
て
い
ま
す
。

前
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 の
痛
生

り
、
妊
娠
に
よ
っ
て
歯
の
病
気
が
起
こ

り
ゃ
す
い
状
態
に
な
る
か
ら
で
す
。

。
だ
液
の
粘
ち
ゅ
う
性
が
増
し
て
、

食
べ
か
す
が
歯
に
つ
き
ゃ
す
く
な
る

O

H
昧
な
ど
の
間
食
が
多
く
な
り
、

ま
た
、
つ
わ
り
の
影
響
で
だ
液
が
般

住
に
な
る
。

。
妊
婦
は
と
か
く
、
体
の
勤
き
が
不

自
由
に
な
る
た
め
歯
の
手
入
れ
を
怠

り
が
ち
に
な
る
。

な
ど
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
歯
ぐ
き
は
任
娠
す
る
と
、
ホ

ル
モ
ン
の
関
係
で
ぶ
よ
ぶ
よ
し
た
り
、

出
血
レ
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
か
レ
と
れ
も
体
の
変
化
の
ほ
か
に

商
石
が
た
ま
っ
て
隔
ぐ
き
を
い
た
め
て

い
た
り
、
乱
暴
に
菌
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て

歯
ぐ
き
を
傷
つ
け
、
尚
一
肉
炎
を
恵
比
さ

せ
る
た
め
の
と
と
が
多
い
も
の
で
す
。

ま
す
。し

た
が
っ
て
、
取
り
つ
げ
る
時
は
使

い
方
や
将
来
の
家
族
殺
を
半
分
考
え
て

選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

温
水
器
の
容
量
は
、
お
湯
を
一
番
多

く
使
う
冬
を
某
一
濯
に
し
て
決
め
ま
す
。

例
え
ば
、
五
人
家
族
の
場
合
な
ら
、

四
=
一
度
の
お
湯
に
し
て
一
日
当
た
り
約

七
O
O
D
ッ
ト
ル
使
わ
れ
ま
す
、
こ
れ

を
八
五
度
の
お
拐
に

m錯
す
る
と
約
一
一
~

四
O
H
J
吋
ノ
ト
ル
と
な
り
ま
す
の
で
、
と

れ
に
適
す
る
温
水
間
の
種
類
と
し
て
は

三
七

O
D
ッ
ト
ル
ク
一
フ
ス
の
も
の
が
適

当
で
す
。

取
り
つ
け
る
と
き
に

知
っ
て
お
き
た
い
知
識

取
り
つ
け
工
事
は
販
売
庄
の
ほ
う
で

や
っ
て
ぐ
れ
ま
す
が
、
次
の
こ
と
を
知

っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

生
活
保
護
制
度

は
国
民
に
対
し
、

そ
の
困
窮
の
程
度

に
応
じ
て
必
要
な

保
護
を
行
い
、
最

低
限
度
の
生
活
を

保
障
す
る
と
と
も

に
、
自
立
を
閉
長

す
る
こ
と
を
目
的

と
レ
て
い
ま
す
。

生
活
に
困
窮
し

た
国
民
に
最
瓜
生

活
を
保
障
す
る
と

い
う
だ
け
で
な
く

さ
ら
に
「
積
極
的

に
そ
れ
ら
の
人
々

の
自
立
を
朋
け
る

こ
と
を
図
る
」
乙

れ
が
制
度
の
大
原
則
で
す
。

世
の
中
に
は
頼
る
人
の
な
い
ひ
と
り

品
川
ら
レ
の
老
人
ゃ
、
病
気
や
貯
が
な
ど

で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
達
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
人
達
が
一
生
け
ん
め
い
努
力

し
て
も
、
な
お
、
京
ら
し
に
困
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
生
活
保
護
法
に
よ
り
生

O
タ
ジ
ク
が
満
水
に
な
る
と
、
ニ
一
七
O

リ
ッ
ト
ル
ク
ラ
ス
で
約
四

0
0キ
ロ
グ

ラ
ム
の
重
さ
が
加
わ
る
た
め
、
と
れ
に

耐
え
ら
れ
る
土
台
に
す
る
。

。
給
湯
管
が
長
く
な
る
と
、
そ
れ
だ
け

温
度
が
下
が
る
の
で
、
使
用
回
絞
の
も

っ
と
も
多
い
台
所
の
近
く
に
お
く
。

。
雨
つ
ゆ
が
か
か
ら
な
く
て
、
湿
気
の

少
な
い
場
所
。

O
屋
外
に
出
て
い
る
給
水
管
は
、
地
域

に
よ
っ
て
は
真
冬
に
凍
る
こ
と
が
あ
る

の
で
保
温
材
を
巻
く
。

お
手
入
れ
の
方
法
と
点
検

。
長
〈
使
っ
て
い
る
と
、
タ
ッ
ク
の
中

に
湯
ア
カ
や
ご
み
な
ど
が
た
ま
る
の
で

一
年
に
二
回
ぐ
ら
い
、
取
扱
説
明
書
の

手
仙
で
タ
ン
ク
の
中
を
洗
い
ま
し
ょ

ろ。0
日
州
電
し
り
γ

断
器
は
、
方
一
漏
電
し
た

と
き
、
自
動
的
に
電
気
を
切
る
安
全
装

置
で
す
。
と
き
ど
き
テ
ス
ト
ボ
タ
ン
を

仰
し
て
作
動
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

O
ア
l
ス
線
も
万
一
の
漏
電
の
時
の
安

全
装
置
で
す
。
は
ず
れ
た
り
切
れ
た
り

し
て
い
な
い
か
、
と
き
ど
き
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

上
手
な
使
い
方

。
お
同
協
の
流
し
洗
い
は
わ
め
て
、
容
山
市

に
受
け
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

。
入
浴
は
で
き
る
だ
け
聞
を
お
か
ず
に

活
盟
国
が
支
給
さ
れ
て
、
国
で
決
め
た
基

準
の
生
活
が
保
障
さ
れ
ま
す
a

ま
た
、
そ
の
人
達
が
自
立
で
き
る
よ

う
、
社
会
福
祉
主
事
な
ど
が
相
談
や
指

導
に
応
じ
て
い
ま
す
。

な
お
、
地
域
に
は
協
力
者
と
し
て
民

生
児
重
委
員
が
生
活
保
護
お
よ
び
生
活

上
の
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て

お
り
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い

。

福

祉

事

務

所

放
置
さ
れ
た

食
品
に
注
意

最
近
、
東
京
都
や
大
阪
府
内
で
、
青

酸
入
り
コ

1
一ブ
1
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に

よ
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
匂
事
件
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
に
次
の
と
と
に
気
を
つ
け
ま
し

ょラつ。
。
洛
上
、
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
円
動

販
売
機
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
飲
食
物
は

絶
対
に
飲
食
し
な
い
こ
と
。

。
不
明
白
な
飲
食
物
を
時
見
し
た
と
き
は

す
ぐ
岱
察
に
届
け
る
ζ
と。

つ
ぎ
つ
き
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

。
お
風
呂
に
は
保
沼
田
の
よ
い
浴
そ
う
や

フ
タ
を
使
い
、
お
湯
の
泊
度
低
下
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

O
旅
行
な
ど
で
一
週
間
以
上
も
使
用
し

な
い
と
き
は
、
安
全
ブ
レ
ー
カ
1
か
本

体
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
お
き
ま
し
ょ

}つ。

市
立
大
洲
病
院

人
工
腎
臓
血
液

透
析
治
療
開
始

市
立
大
洲
病
院
で
は
、
総
事
業
費
四

千
万
円
を
か
け
て
、
人
工
腎
臓
血
夜
透

析
治
療
施
設
を
建
設
中
で
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
四
月
一
日
か
ら
治
療
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
レ
た
。

こ
の
治
療
は
、
人
工
腎
臓
を
用
い
て

血
液
透
析
を
行
う
も
の
で
、
腎
一
小
全
患

者
の
血
液
を
同
装
置
で
浄
化
す
る
方
法

で
す
。大

刑
市
、
喜
多
郡
内
に
は
ー
ヤ
人
ほ
ど

の
患
者
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
ま

で
は
市
外
の
病
院
な
ど
で
治
療
し
て
お

り
不
便
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
大
洲

病
院
で
も
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

3
月
げ
目
中
事
婿
院

4
月
3
日

グ

川
山
日
グ

η
目

F

M

山

日

グ

刊山臼

M
H

診
療
時
間

8
時
半

t
w時

③

4
5行
1

，F
 

J
 

〆〆/
 

/
 

〆〆r
 

i' 

荘
重
慈
顔
の
木
造
薬
師
如
来
座
像

金
一
封

金
一
封

金
一
封

金
一
封

金
一
封

八
多
喜
町

平
野
町
野
田

平
野
町
野
田

新
谷

新
谷

奉仕の日

。老人や子供の交通安全と遊び場づ

〈りに協力しましょう

家庭の日

Oみんなとあいさつを交わしましょ

つ

県民たすけあい総参加運動

大洲市推進協議会

大洲市青少年問題協議会

松
岡
芳
行

佐
々
木
義
明

谷
本
記
事
啓

竹
尾
晴
生

宝
弁
水
澄

相
談
ご
と
案
内

とと
ι一
ろき

毎
月
旧
日

m時
1
日
時

宅
地
建
物
取
引
業
協
会

大
削
支
部
(
大
州
市
若
宮

愛
媛
相
互
銀
行
大
削
支
居

横
)

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談
日

と

き

4
月
日
日
同
時

I
何
時

4
月

初

日

グ

と
と
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

人
権
相
談
目

と

き

4
月
日
日
日
時

tvm時

と
こ
ろ
旧
大
洲
会
会
堂
丙

社
会
福
和
協
議
会
事
務
室

心
配
ご
と
相
談
日

と

き

4
月
1
日
日
時
l
m時

4
月
日
目

M
H

4
月
初
日

P

4
月

お

日

グ

と
こ
ろ
旧
大
洲
公
会
堂
内

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
室

家
庭
児
賞
相
談
日

と

き

毎

日

Q
U
時
半
1
行
時

た
だ
し
、
土
躍
臼
は
立
時
平
野
旭
区
の
電
話
は
、
コ
一
月
三
十
一

ま
で
、
日
曜
巳
、
祝
日
は
日
守
す
で
に
順
次
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
に
変

休

み

ま

す

。

わ

り

ま

す

。

ー

と

と

ろ

福

祉

事

務

所

ダ

イ

ヤ

ル

式

電

話

に

変

わ

り

ま

す

と

ま
ご
こ
ろ
銀
行づT

行

政

相

談

日

こ

れ

ま

で

は

グ

四

1
コ
二
八
一

ρ
を
ダ

次
の
か
た
が
た
が
、
社
会
楕
祉
事
業
と
き
毎
日

9
時

t
M時
イ
ヤ
ル
レ
て
、
交
換
取
扱
者
に
つ
な
い

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま
た
だ
し
、
月
隅
日
は
休
み
で
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
百
按
新
し

ご

こ

ろ

銀

行

へ

預

託

さ

れ

ま

し

た

。

ま

す

。

い

番

号

を

ダ

イ

ヤ

ル

し

て

か

け

ら

れ

る

心

か

ら

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

と

こ

ろ

市

民

会

館

よ

う

に

な

り

ま

す

。

(
敬
称
硲
)

T

m

動

隠

相

談

臼

番

号

が

お

わ

か

り

に

な

ら

な

い

場

合

忍
野
地
区
の
団
体
電
話

四
月
一
日
か

イ

ル

式

に

大

洲

市

指

定

有

文

化

財

木

造

薬

師

如

来

座

像

所

在

地

大

洲

市

政

所

有

者

円

満

寺

円
満
寺
に
は
木
造
薬
羽
如
来
像
が
こ
顕
で
す
。
片
祖
石
一
同
で
市
の
下
地
に
漆

体
あ
り
、
一
体
は
鎌
伐
時
代
、
他
の
一
箔
を
施
し
、
そ
の
上
に
金
で
紋
線
宇
一
拍

体
は
南
北
朝
時
代
の
作
で
す
。
写
頁
い
て
あ
り
ま
す
が
、
肩
、
ひ
ざ
、
そ
の

は
鎌
庖
時
代
の
も
の
で
、
長
い
年
月
に
凶
に
は
く
溶
の
部
分
が
見
受
け
ら
れ
ま

わ
た
る
災
制
、
虫
害
に
も
耐
え
て
ほ
ぼ
す
。
肉
体
部
は
黒
褐
色
を
呈
し
た
木
地

完
全
で
あ
り
、
形
態
裕
和
健
美
、
全
体
が
見
ら
れ
、
材
質
は
桧
村
、
寄
木
造
り

の
比
例
白
川
術
も
と
と
の
っ
て
か
な
り
な
で
す
が
、
頭
部
は
一
木
彫
成
で
す
o

部

造
型
的
氾
力
が
あ
り
ま
す
。
分
的
に
わ
ず
か
ず
つ
ね
ず
み
に
よ
る
欠

結
加
股
座
し
、
右
手
に
築
つ
ぼ
を
さ
担
が
あ
る
の
は
残
念
で
す
が
、
市
内
に

さ
げ
、
右
手
に
施
無
良
印
を
結
ん
だ
曲
目
現
存
す
る
仏
像
中
の
優
品
の
一
つ
で
す

通
の
形
態
で
す
が
、
真
正
聞
を
向
き
、
南
北
朝
時
代
の
一
体
は
、
時
代
の
符

顕
は
螺
髪
、
何
の
装
飾
も
あ
り
ま
せ
ん
色
を
よ
く
反
映
し
て
い
ま
す
。

頭
部
は
や
や
う
つ
む
き
加
減
で
荘
一
思
慈

阿

は
、
案
内
係
を
お
よ
び
に
な
っ
て
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

大
洲
電
報
電
話
局

i F7E i 
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11' JJ、は

まを

[しょ

っ

図
書
課
内

あ
る
被
洋
別
得
落
に
で
小
然
原
亮
一

俄

(

に

わ

か

)

司

馬

遼

太

郎

ム

ツ

ゴ

ロ

ウ

麻

雀

記

畑

正

篇

殺
と
文
明
仰
の
謎
目
黒
田
孝
郎

男

た

ち

の

経

営

城

山

一

二

郎

遠
い
風
近
い
風
瀬
一
同
内
陪
美

小
さ
い
サ
ム
一
フ
イ
た
ち
吉
岡
た
す
く

新

潟

方

見

聞

銭

ポ

1
ル
9

ポ
ホ

お

け

い

上

@

下

早

乙

女

貫

中
国
は
ど
う
な
る
か
福
田
恒
存

お
ば
あ
さ
ん
の
知
恵
袋
桑
田
ぬ
い

お
か
あ
さ
ん
の
詩
フ
ジ
テ
レ
ビ

や

き

も

の

師

平

岩

弓

枚

望

遠

鏡

萩

原

葉

子

司
法
夢
は
三
度
見
る
目
下
圭
介

続
e

逆

転

の

発

想

糸

川

英

夫

私

の

食

べ

志

き

獅

子

文

六

稀

経

質

を

喜

べ

斎

藤

茂

太

人
物
日
本
女
性
史
1

創
語
大
社
編

北
極
圏
一
万
二
平
キ
ロ
植
付
直
己

ガ

ラ

ス

の

城

松

本

清

張

子

育

て

ど

っ

こ

三

好

京

三

大
仏
次
郎
時
代
小
説
全
集
金
二
+
四
巻

タ

パ

コ

は

一

市

内

で

一

買
い
ま
し
ょ
う
一


